
ん

研
究
緯
話
(
初
)

人
間
発
達
の
物
質
的
基
礎

(
四
回
)
結
び
(
四
て
拍
節
・
三
三

0
ミ
リ
秒
、

藤

井

力

夫

ニ
小
節
で
の
鰻
律
生
成
田
路
.

理
な
〈
復
唱
で
き
、
リ
ハ
ー
サ
ル
す
れ
ば
記
憶
と
し
て
増

強
さ
れ
ま
す
し
、
さ
も
な
く
ば
減
衰
す
る
関
係
に
あ
り
ま

す
.
意
味
の
ま
と
ま
り
で
復
唱
さ
れ
ま
す
か
ら
、
助
問
や

助
動
詞
が
自
然
に
学
習
さ
れ
る
と
い
う
構
造
で
す
.

三
つ
め
は
、
意
障
が
掴
め
な
け
れ
ば
、
脳
は
、
四

0
0

ミ
リ
秒
あ
た
り
の
潜
時
で
反
応
し
ま
す
(
同
じ
陰
性
波
、

N
2
で、

N
四
O
O
と
命
名
)
.
最
近
の
脳
磁
場
研
究
で

は
、
発
生
源
の
一
つ
が
海
馬
と
の
こ
と
で
す
.
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
の
ま
と
ま
り
で
休
符
を
と
る
と
き
‘
通
常
.
四
五

0
ミ
リ
秒
で
す
が
、
文
と
し
て
の
確
認
及
び
生
成
に
好
都

合
な
時
間
で
も
あ
り
ま
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

前
回
は
、
「
な
ん
で
」
を
支
え
に
文
法
構
造
・
動
詞
句

を
獲
得
す
る
士
一
歳
児
の
様
子
に
つ
い
て
お
哲
し
ま
し
た
.

最
も
聞
き
た
い
こ
と
.
『
主
要
部
』
が
、
ま
ず
あ
っ
て
.

文
が
つ
く
ら
れ
ま
す
.
こ
の
場
合
‘
動
詞
句
で
、
「
座
れ

る
の
」
で
す
.
可
能
動
開
で
、
助
詞
も
付
い
て
い
ま
す
.

意
味
の
ま
と
ま
り
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
.
「
こ
ど

も
」
に
「
が
』
つ
い
た
り
、
『
こ
こ
に
」
と
婦
入
さ
れ
る

の
も
そ
う
遺
〈
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
.
今

回
は
、
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が

ど
の
よ
う
に
産
出
さ
れ
る
の
か
、
脳
で
の

信
号
処
理
の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
.
図
注
を
参
照
く
だ
さ
い
.

一
つ
は
、
こ
と
ぽ
の
連
鎖
に
対
し
‘
三

三
0
ミ
リ
秒
程
度
の
単
位
で
理
解
し
‘
予

知
的
に
次
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
.
日
本
語
の
拍
節
が
重
音
節

(
C
V
V
、
C
V
C
)
を
基
本
に
し
て
い

る
こ
と
は
す
で
に
お
話
し
ま
し
た
(
雑
路

五
七
三
脳
で
の
信
号
処
理
時
間
は
、
軽

音
節

{
C
V
)
で
も
‘
軽
音
節
の
反
復

(
C
V
C
V
)
で
も
、
重
音
節
の
認
知
時

間
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
(
図
中‘

衰
の
N
2
1
信
号
処
理
と
し
て
、

/
な

ん
/
、
/
こ
ど
/
、
/
す
わ
/
な
ど
、
ニ

音
の
単
位
で
理
解
し
、
次
の
拍
節
を
待
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
.
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二
つ
め
は
、
貯
直
に
適
し
た
こ
と
ば
の
連
鎖
単
位
は
、

約
一
秒
半
の
長
さ
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
.
電
話
番
号
な
ど

の
復
唱
単
位
が
そ
う
で
す
.
と
れ
は
、

一
抽
出
節

・
約
三
三

0
ミ
リ
秒
な
の
で
、

四
拍
節
程
度
の
長
さ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
.
四
分
の
こ
拍
子
で
.
二
小
節
分
、
音
楽
で
曹

う
「
動
纏
」
に
相
当
し
ま
す
.
拍
節
二
音
で
す
か
ら
、
七

音
あ
た
り
に
な
り
ま
す
.
七
五
調
の
生
理
的
基
礎
で
、
無

事費調書由事UIU(ERP) 11、I音量晶-1JをE札
I音領 J~-1J I~‘泊草単位=3 3 Olsecで、

4描簡(2 小節)を基本 t するリハーサ J~目，1，
調書音/P.P.P./のときの画面電圏各卓の ERP昼漕時，.分白シエ

可園. N 3祉に語竃./' P. P掴/は P3./Pa/!主N2!lに麓竃.

/ト+4'+十
制jI N 1 P 2 N 2 P3  N3  

{単位:闘・c. 1/1000秒】

創意音 【時間 長〉 N 1 P 2  N2  P 3 N3  

P • 【14 8 ) 132 2 1 0 3 1 6 : 

P. P • (287) 142 2 2 ，‘ 330:412 

P.P.P. 【47 5) 1 1 0 2 1 0 300: 400 490  

P. • 【53 7) 140 2 1 6 320: 

P. N ( 2 5 9) 127 208 304 

P. • P. (4 3 0) 148 232 298: 408  

P. N P. (4 6 0) 138 2可 8 323: 508 

P.OPa 【540) 135 220  550; 723 

E誕生伺末郎 :翼腫音声牢研究‘晩瞳往‘ 1997】

.) .重量圃量軍畠 (E...ant-R・I.t.dPot・""・ll.!l轟li盟主晶画での

盟銅過程手直帳 Lt=電位.値握 t"文章生を祖・書とした典型事倒(雄生

1997) • 3秒間隔での聴覚割量、 { 】肉像写tま調JI:奮の時間長.前頭

極観‘前頭録 中心餌 頭頂費事 後頭部.側頭錦の各aからの圏実電位

50固の加算平島遮形. Nは信佳漉(上向き}で. PI志陽後遺{下向

き}のピーク時点.単位は‘"・o. / P.  /の場合l草、 N2後、語表.

b )、車童fjt=330・!!.d量圭主主量由i!..!L2てムの宜圃'" プ固
ll.軽音節・ cv (割準 ・時間長 '48刷 ・，) でもー量膏節 ・畏母音.c 
v V (637・H 届}、間・纏音 'CVN 【Z59u，c) と同じ轟漕時. N 2 

=330・s・cを轟本としー慢音節・ cvが増えるごと ー P3‘ N 3へと

延長. .音節ー促音 'CVQはー付点音符掃で‘ N 2が拍1.5惜の 55

0..・C. /' P・/は明噸で‘漕時が短いが.他の調音で も革本は閉 じ.

c )、鹿寛調書の遭績を貯置で きるのは、釣 1. 5 秒分の憂き~

!.J..!..2.Q2出iite!7) 1:‘ 4出置・ 2小liL!勘瞳lが量車の董と蓋世主主主.

例. /'.5内る‘いけ/や../‘/かわ，ず/とぴ‘ζ む/など.七五割でま

とめられる所以である.リハーサ'"すればー このまとまりは膏観スト 7

に唱強されるし.し f~rすれば混濁し、包纏として残ら t~ L ¥. 

d )‘ N2=330・z・巴 !i.担!il.l!ズム主」 主主盟主量=皇畠堕園

主主畠量.圭盟自室主逼主ぱ、 400圃草・E 昌司の置宜主瞳宜置が車畠主

主 (N4 0 0と命名】. 450  ・s・c程度のポーズはー睡気のみならず、

フレーズとしての意味を確E し‘~への生成を保障しているのである .


